
十
月
定
例
町
議
会
は
、
十
月
七
日
一
②
、
四
十
一
年
度
長
浜
町
統
合
中
学
校
一
五
千
二
百
万
円
の
追
加

一
午
前
九
時
半
に
開
か
れ
ま
し
た
。
審
議
一
建
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
一
③
、
長
浜
町
田
民
健
康
保
険
条
例
の
一

一
さ
れ
た
議
案
は
十
三
件
で
、
い
ず
れ
も
一
マ
:
・
統
合
中
学
建
設
費
一
部
改
正

一
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
と
の
う
ち
お
も
な
も
の
は
、
一
般
会

ま
一
計
補
正
予
算
が
決
ま
っ
た
こ
と
、
長
浜

U
一
町
統
合
中
学
校
建
設
事
業
特
別
会
計
補

一
正
予
算
が
決
ま
っ
た
こ
と
、
長
浜
町
公

王
一
民
館
白
滝
支
館
新
築
工
事
契
約
が
決
ま

均
一
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

一
な
お
こ
の
議
会
に
は
、
陳
情
二
件
が

z一
提
出
さ
れ
、
採
択
し
て
、
午
後
四
時
間

ゆ
h

一
会
し
ま
し
た
。

=':;'<;Æ盗塁~控室~可百司Ki2i"胃ま宏、九三め 宇え ~盟、町二丸 で窃句 fぢ予モ翌帝烹察窓ヲ否でブ五三骨世守二日空笠宮害警ポ開立
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頃時一

事統
合
中
学

11 

十
月

まi

議

案

朝
一
①
、
四
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
四
十
一
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に

」
重
一
三
千
万
円
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

量
一
今
回
の
追
加
で
、
一
般
会
計
の
総
額

1

J

一
は
、
三
億
一
千
四
百
万
円
に
な
り
ま
し

一た
O

B

一
な
お
、
追
加
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は

一
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

白

川

一

マ

地

方

改

善

施

設

整

備

費

発
一
百
三
十
万
円
の
追
加

回
一
道
上
、
大
谷
口
に
町
道
改
良
工
事
費

引

一

マ

農

業

構

造

改

善

費

」
母
一
百
五
十
万
円
の
追
加

(
一
四
十
年
度
施
工
豊
茂
郷
農
道

マ
・
:
県
単
漁
港
修
築
費

九
十
万
円
の
追
加

喜
多
灘
、
櫛
生
漁
港
分

マ
・
:
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費

百
万
円
の
追
加

町
単
町
道
橋
り
ょ
う
維
持
保
修

マ
・
:
県
単
道
路
改
良
費

二
百
六
十
万
円
の
追
加

町
内
道
路
舗
沙
ヱ
事
費

マ
:
・
町
道
新
設
改
良
費

九
百
万
円
の
追
加
H
戒
川
分

マ
:
・
へ
き
地
集
会
所
建
設
費

二
百
四
十
万
の
追
加
日
青
島
分

昭和41年10月20日(ー)

従
来
霊
き
ゅ
う
車
の
料
金
が
別
途
に
一
が
、
本
年
の
士
一
旦
宇
一
日
付
で
廃
一
①
、
長
浜
港
の
改
修
に
つ
い
て
は

τて
、
関
係
方
面
へ
訴
え
た
と
と
ろ
、

な
っ
て
い
た
も
の
を
、
火
葬
場
使
用
料

τさ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ー
と
し
約
五
千
万
円
で
、
築
地
地
区
の
三
年
度
か
ら
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た

一
@
、
公
平
委
員
会
の
事
努
委
託
一
北
側
の
防
波
堤
を
改
修
し
て
い
る
が
十
そ
こ
で
、
当
町
か
ら
一
か
所
、
双
海

一

本

に

ま

と

め

た

も

の

で

す

。

一

一

一

⑤
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
一
内
子
町
他
四
か
町
村
公
平
委
員
会
が
工
季
に
波
の
被
害
を
受
け
な
く
て
す
む
一
町
か
ら
一
か
所
づ
っ
仕
事
を
始
め
る
こ

長
浜
町
公
民
館
白
滝
支
館
を
新
築
す
一
廃
止
さ
れ
た
あ
と
、
こ
の
委
員
会
の
事
一
状
態
に
な
っ
た
。
一
と
に
な
り
、
当
町
は
、
船
木
山
の
よ

る
工
事
を
、
千
四
百
八
十
万
円
で
、
一
一
務
は
、
県
の
人
事
委
員
会
に
委
託
す
る
一
な
お
、
こ
の
改
修
工
事
は
、
今
後
も
一
え
の
地
点
か
ら
松
山
に
向
っ
て
工
事

了

』

と

に

決

ま

り

ま

し

た

。

一

一

宮

建

設

株

式

会

社

と

契

約

す

る

こ

と

が

一

一

ょ

っ

叩

つ

け

る

。

一

を

進

め

て

ゆ

く

こ

と

に

な

っ

た

。

今

年

一
⑫
、
四
十
一
年
度
長
浜
町
国
民
健
康
保
一
川
z
e
-
-
=

一

一

決
ま
り
ま
し
た
。
一
険
直
営
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
一
一
…
②
、
こ
と
し
か
ら
、
一
度
は
四
千
五
百
万
円
で
あ
る
。

⑥
、
教
育
委
員
の
選
任
一
今
ま
で
、
診
療
所
会
計
で
扱
っ
て
い
一
一
止
口
一
内
港
の
埋
め
立
て
工
事
一
⑤
、
豊
茂
一
線
の
道
路
改
良
は
、
数
H

十
大
字
今
坊
の
矢
間
善
男
氏
が
再
任
さ
王
、
豊
茂
診
療
所
の
経
費
を
一
般
会
計
一
-
…
を
進
め
る
。
そ
の
地
点
百
に
、
業
者
に
う
け
わ
た
さ
れ
た
。
と

一
目
ド
国
民
健
康
保
険
運
営
協
ュ
ー
目
立
判
長
ド
農
業
基
盤
整
一
一
報
一
は
満
野
商
庖
前
で
あ
一
の
工

1
5二
千
八
百
万
円
で
あ
る
。

一

会

時

話

料

議

会

条

例

は

、

廃

止

し

備

機

械

特

別

会

計

補

正

予

算

二

政

一

計

十

日

目

引

E
Lり
ι代
目

前

下

れ

れ

れ

一

連

諸

問

一

規

則

で

定

め

る

二

J
理

費

三

万

円

円

の

追

加

一

一

行

一

所

目

uiLれ
れ

勺

拾

い

古

川

町

一
①
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
改
正
一
山
、
区
長
報
酬
引
き
あ
げ
に
つ
い
て
の
二
の
一
線
は
、
関
係
方
面
の
大
あ
っ
て
も
、
大
変
な
道
路
で
あ
る
o

一
税
務
職
員
で
危
険
な
仕
事
、
そ

2
陳

情

一

'

:

.

変

毛

」

協

力

ぜ

得

て

、

一

と

れ

ら

に

つ

い

て

、

と

に

か

く

基

本

一
他
特
殊
な
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
に
支
二
四
、
橋
立
部
落
館
建
設
に
つ
い
て
の
一
一
一
一
堂
一

t

A

一

一
給
す
る
特
殊
勤
務
手
当
の
範
閉
が
広
げ
一
陳
情

7
臣
富
山
昭
和
四
十
五
年
l
昭
旦
方
針
を
早
急
に
た
て
た
い
。

一

q
Mれ
れ

V
四
か
町
村
公
平
委
員
会
「
計
一
一
日
品
川
あ
り
、
い
ず
れ
二
一
町
一
川
町
長
引

r
u締
日

γ
日
間
汁
日
目
点
目
十
日
間

一
委
員
の
選
任
一
三
一
=
=
一
一
三
一
一
一
三
=
三
三
一
三
一
一
一
一
三
一
三
一
一
三
一
三
一
戸
一
…

1
1

し
装
道
路
に
す
る
計
画
二
県
道
か
ら
保
内
町
へ
通
ず
る
境
界
線
ま

一
こ
の
委
員
会
は
、
職
員
団
体
の
登
録
一
ひ
ざ
ま
じ
え
て
一
で
、
県
に
あ
っ
て
も
積
極
的
に
進
め
三
で
を
舗
装
す
る
。

一
な
ど
に
円
い
て
、
処
理
一
3

る
委
員
会
で
一
町
政
を
語
る
一
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
将
来
は
非
常
に
二
①
、
県
単
の
舗
装
ベ
櫛
生
の
浜
の

制

一

一

一

正

什

一

日

中

山

由

民

一

一

口

一

一

一

ツ

九

乍

医

院

ι-明
日

刊

誌

れ

一

先

般

一

百

円

訪

日

刊

誌

×

×

×

一
部
負
担
問
三
割
と
工
⑬
、
内
子
町
他
四
か
町
村
公
平
委
員
三
一
戸
灘
機
鱗

J
一
一
一
市
一
一
見
出
川
氏
一
地
問
古
川
戸
口
刊
凶
作
れ
れ
汚

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

0
7廃
止

一

ご

一

ザ

機

織

機

織

麟

じ

一

川

町

恥

:

;

か

ら

捨

て

る

と

み

に

つ

い

て

は

、

い

ろ

る

。

ド
日
日
制
守
問
問
一
町
一
」
昨
日

A
r
m
H
M
A旦
一
一
…
一
九
十
山
ル
麟
齢
鰯
機
鱗
一
工
場
誘
致
等
に
つ
い
て
は
、
矛
二
次
い
ろ
対
策
を
た
て
て
い
》
、
早
急
に
が
昨
日
守
山
口
同
日
明
日

J¥¥¥同旬
、

!
1
1誌¥;刊し
JV¥闘
機

畿

日

開

中

で

真

剣

に

と

り

く

ん

で

自

民

主

で

あ

る

の

答

弁

が

聞

き

た

い

か

C
h
i

-
2
3終
る

J
一
一
一
二

m
T
1意説
明

日

訪

問

見

時

計

百

h
L
E
M
u
-口

一

男

封

;

一

一

…

一

円

以

内

山

川

町

一

?

一

る

ご

と

に

E
L
f
-
i
tにひ
き
う
け
て
か
ら
は
実
収
納
量
と
に
か
く
短
時
間
に
録
音
構
成
を

十

姿

を

変

え

た

江

湖

付

近

一

一

二

白

川

区

機

騒

轍

静

子

他

、

公

民

館

活

動

、

社

会

福

祉

協

を

採

用

し

て

い

る

た

め

で

あ

る

が

よ

終

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

よ

」

指

五

一

一

戸

一

一

日

〓

整

理

件

は

構

成

上

の

ミ

ス

で

あ

っ

た

と

一l
i
l
i
l
i
-
-
-
1
1
1一
一

一

;

二

一

…

山

本

二

ト

綴

一

議

会

の

活

動

、

区

長

会

の

協

力

、

地

区

ミ

ミ

ミ

ミ

E
Sミ
ト
思
わ
れ
る
が
今
後
に
あ
っ
て
も
、
事

炎
天
の
も
と
で
、
統
一
か
ら
約
一
四
倍
の
広
さ
で
す
。
勲
三
叫
ん
絞
一

J¥γ
額
一
衛
生
委
員
等
あ
ら
ゆ

i
fを
総

動

員

盟

事

者

わ

実

を

ま

げ

ず

に

、

公

平

に

放

送

す

る

方

合
中
学
校
の
敷
地
造
成
工
一
と
こ
ろ
で
統
合
中
学
校
の
敷
地
造
成
一
一
そ

:342JJ雪
議
一
し
〈
、
最
善
の
努
力
?
う
方
針
で
あ

3
毒

草

。

針

で

あ

る

。

事

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

し

一

工

事

は

、

ほ

と

ん

ど

、

機

械

が

造

成

し

一

去

る

九

月

二

十

七

日

、

公

民

館

黒

田

一

る

。

立

司

4

単
i

教
育
長

た
が
、
そ
の
工
事
え
ほ
一
た
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
り
ま
土
分
館
の
主
催
で
、
一
日
役
場
が
開
催
三
統
合
中
学
校
の
設
計
請

2
1

筆

頭

①

、

成

人

式

を

を

変

更

す

る

ま

と

ん

ど

完

成

し

ま

し

た

。

一

ん

。

一

言

か

ら

は

、

町

長

、

収

入

役

、

笠

総

工

事

額

の

二

・

2
で
あ
る

5
5
5
5
3
は
な
い
。
一
見
、
年
の
始
め
で
あ
り

民

間

一

一

主

主

一

十

一

一

一

一

話

晴

元

一

一

一

γ一
;

…

一

一

一

一

一

一

一

一

…

一

一

一

日

間

一

一

一

一

一

一

い

し

い

る

場

合

一

一

市

町

一

一

一

誌

に

軒

目

計

五

日

七

日

は

り

じ

サ

威

力

に

十

恥

れ

V
凶

器

主

自

主

勺

で

具

体

策

を

た

て

る

方

針

で

あ

れ

は

H日

γ山
口

語

ゴ

日

HKMMVい
よ
コ

学
校
の
敷
地
に
変
り
ま
一
本
格
的
な
校
舎
建
山
梨
に
と
り
か
か
ご
そ
の
場
で
、
即
決
さ
れ
る
も
の
も
数
件
一
広
報
手
段
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
通
話
指
導
に
つ
と
め
る
。

し
た
。
一
の
も
間
近
か
と
な
り
ま
し
た
。
一
あ
り
、
な
ご
や
か
な
中
に
も
有
意
義
に
十
助
沖
同
地
区
民
、
火
葬
場
ゃ
、
ご
み
時
間
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
②
、
給
水
施
設
の
不
備
な
点
は
早
急

丹

市

沼

田

一

駐

日

十

整

刊

誌

i曜
日

uyuf:日日刊刊ははさいげはいははげはいどば日「

一

H
A
C
H
J
E
R
R
Fし一言
で
に
、
ど
の
よ
う
な
校
舎
を
設
計
し
て
一
る
よ
う
だ
が
、
修
正
す
る
考
え
は
な
い
一
①

i金
が
少
な
く
な
っ
た

委

会

研

会

員

墾

会

)

副

)

実

よ

調

・

郎

町

、

国

一

一

一

か

。

一

の

は

な

ぜ

か

。

…

町

一

一

一

一

臨

時

世

抽

出

耳

石

診

…

一

般

潤

直

一

ぃ

一

世

間

百

一

一

一

一

一

一

五

日

当

日

訪

問

一

坂

何

時

施

設

の

不

備

な

学

校

が

あ

一

施

立

町

民

の

血

液

型

の

検

査

を

実

…

品

会

話

会

話

品

開

臨

時

前

暗

躍

間

体

的

問

草

加

…

小

川

儀

=

一

郎

氏

一

mlbMr学校
の
設
計
請
負
は
、
ぃ
一
品
目

MMMMUパ川
か
ら
答
弁
一
る

q
f日
ド

時

計

十

三

一

一

ほ

1
1吋
処
理
の
最
善
対
策
を
た
て

一
月
冊
目
員
大
公
修
中
社
会
現
低
共
会
保
家
成
交
施
る
査
衛
献
1
農
3
…
①
、
工
場
誘
致
条
例
を
制
定
す
る
考
十
く
ら
の
金
額
で
請
負
わ
し
た
か
。
一
都
合
の
わ
る
い
こ
と
は
放
送
を
し
な
一
足
し
て
い
る
の
で
、
対
策
を
た
て
よ
。
一
ょ
。

…

9
日

日

日

日

日

日

日

日

目

白

日

目

…

え

は

な

い

か

o

一
ま
た
、
三
好
設
計
事
務
所
は
、
今
ま
一
い
の
で
は
な
い
か
。
公
平
を
欠
い
で
い
一
二
宮
正
直
氏
一

1

2

7
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追
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長浜町役場

管d

会
お
わ
る

印刷岸本印刷所

10月の人口動態
男 7.637
女 8.376 
計 16.0 1 3 
世帯数 3.989 

(末日現在〕
?死亡 16
ろ離婚 2

①
、
町
道
戒
川
線
は
、
九
百
万
円
の

内
示
が
あ
っ
た
の
で
、
早
急
に
事
業
化

し
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

⑬
、
地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
で
あ

る
と
こ
ろ
の
作
業
場
(
須
沢
と
出
海
)

は
、
順
調
に
、
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

⑪、
F

話
の
自
動
化
が
具
体
化
さ
れ

た
。
旧
長
浜
だ
け
で
な
く
、
櫛
生
、
出

海
、
白
滝
ら
を
含
め
て
、
局
を
新
設
す

る
こ
と
に
な
り
、
局
会
用
地
と
し
て

住
吉
神
社
の
と
こ
ろ
が
決
ま
り
、
住
吉

神
社
は
、
移
転
す
る
と
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
神
社
側
と
町
と
で
訟
を
す

す
め
て
い
る
が
、
住
吉
公
園
に
神
社
を

あ
げ
て
、
公
園
と
一
絡
に
整
備
す
る
構

想
を
た
て
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
問
題
は
、
今
後
議
員
諸

賢
と
慎
重
に
協
議
し
て
ゆ
く
方
針
で
あ

る。
⑫
、
町
の
産
業
振
興
策
の
一
助
と
し

て
、
造
船
所
を
つ
く
り
た
い
。

こ
の
造
船
所
は
、
鉄
鋼
船
の
ド
ッ
ク

の
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る。

出生
婚姻

11 
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官
民
『

J
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十
月
五
日
午
前
九
時
半
か
ら
体
育
館
で

方
二
団
長
浜
町
社
会
福
祉
大
会
が

盛
大
に
関
か
れ
ま
し
た
。

当
町
の
、
社
会
福
祉
事
業
関
係
者
が
一
堂
に
会
じ
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
の

新
し
い
認
識
と
、
強
い
関
心
を
高
め
て
当
町
の
社
会
福
祉
事
業
と
、
防
犯
活
動

の
画
期
的
発
展
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
約
三
百
人
の
参
加
を
得
国
家
斉
唱
で
、
幕
を
あ
け
ま
し
た
。

と
の
大
会
の
席
上
で
社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
つ
ぎ
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

門
町
長
表
彰
凶
東
富
幾
子
、
井
上
清
、
水
木
己
未
生
、
大
野
快
真

門
社
協
会
長
表
彰
〕
明
関
定
市
、
西
村
護
、
長
浜
高
校
V
Y
S

門
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
M

新
山
月
津

門
社
協
会
長
感
謝
状
凶
叶
義
啓
、
谷
口
チ
ア
キ
、
大
野
清
美
、
宇
都
宮
古
幸

門
町
長
@
共
募
会
長
表
彰
〕
長
浜
町
区
長
会

円
防
犯
協
会
長
表
彰
凶
久
保
藤
吉
、
福
田
初
義
、
松
本
猛

門
防
犯
協
会
感
謝
状
凶
長
浜
町
消
防
団

門
日
赤
長
浜
分
区
長
、
献
血
推
進
協
会
長
感
謝
状
M

長
浜
婦
人
会

こ
れ
に
対
し
て
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
東
富
幾
子
さ
ん
が
、
謝
辞
を
の

べ
ま
し
た
。

と
の
あ
と
、
桜
井
武
男
氏
の
特
別
講
演
が
画
い
て
、
午
前
中
の
行
事
を
す
ま

せ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
意
見
発
表
が
行
な
わ
れ
、
民
生
委
員
、
松
本
作
次
郎
氏
は

「
谷
聞
に
生
き
る
人
々
の
た
め
に
」
と
い
う
テ
!
?
で
、
明
る
い
面
と
、
暗
い

面
と
に
わ
け
で
、
世
帯
更
生
指
導
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
。

青
少
年
補
導
委
員
、
宮
島
清
チ
氏
と
、
長
浜
婦
人
会
代
表
、
二
宮
泰
江
氏
は

「
子
供
の
成
長
と
環
境
一
と
い
う
一
プ
|
マ
で
、
親
の
立
場
か
ら
の
考
え
を
発
表

つ
st
、
櫛
生
婦
人
学
級
長
、
谷
井
光
恵
氏
は
、
「
子
供
の
し
あ
わ
せ
の
た
め

に
」
と
題
し
て
愛
護
斑
活
動
、
交
通
事
故
対
策
、
子
供
の
遊
び
場
実
現
、
そ
れ

に
健
全
な
心
と
、
健
全
な
体
を
つ
く
ろ
う
:
:
・
と
い
う
こ
と
ば
で
結
ば
れ
ま

し
た
。ま
た
、
豊
茂
地
区
保
健
衛
生
推
進
委
員
大
本
春
明
氏
は
、
豊
茂
地
区
に
お
け

る
保
健
衛
生
推
進
の
現
況
を
発
表
、
最
後
の
と
と
ば
と
し
て
、
健
康
増
進
の
た

め
「
階
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
芦
を
大
に
し
て
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
青
少
年
非
一
行
防
止
に
つ
い
て
」
長
浜
高
校
生
徒
会
代
表
、
小
西

イ
チ
子
さ
ん
は
、
「
こ
の
世
の
中
の
人
は
、
別
々
の
考
え
を
も
っ
て
い
る
が

こ
こ
で
み
ん
な
が
協
力
し
、
助
け
あ
っ
て
、
非
行
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
」

と
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
大
会
宣
一
一
一
一
口
、
大
会
実
践
決
議
を
し
て
、
午
後
三
時
、
大
会
の
茸
引

を
削
じ
ま
し
た
。
(
写
真
は
、
画
期
的
発
炭
を
ね
ら
う
社
会
福
祉
夫
会
)
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